
〈 日々感動 ・日々充実 ・ 日々成長 〉

新年度のスタートにあたって １２日（水）に高台への避難訓練を実施
地震後、大津波警報が発令されたことを想定して、年度

４月７日の着任式では、５名の職員の紹介をしました。その後 初めの４月１２日（水）に避難訓練を実施しました。
の始業式では、それぞれ進級をした在校生が落ち着いた態度 まずは１次避難として机の下に入り、その後バスケットコ
で式に臨み、清々しい気持ちで令和５年度がスタートしました。 ートへ移動。点呼後は、愛宕山ふれあい広場までの道の
感染症への制限も徐々に解除される中、今年も教職員が一 りを教員と全校生徒が避難しました。

丸となって創意と工夫をしながら、教育活動を進めていきたいと 事後の振り返りでは、、生徒から「訓練と同じことを冷静
考えています。ご家庭からのご支援とご協力をお願いします。 に臨機応変に行うことが大事」、「ハザードマップも作って
【転出職員】 【転入職員】 おく」、「家には防災グッズがないので準備をする」、「家族
■ （琴田小へ） □ （市教委より） と集合する場所を話し合っておく」「正門２５ｍ、校舎屋上４
■ （椎柴小へ） □ （八二中より） ０ｍ、愛宕山ふれあい広場６５ｍを忘れない」などの感想が
■ （豊里小へ） □ （飯岡中より） 聞かれました。
■ （旭二中へ） □ （春日小より） 「自分の身は自分で守ること」「備えあれば憂いなし」を

□ （干潟小より） 心がけ、日頃から心と物品の準備をしておきましょう。

令和５年度 第７７回入学式

【約１３分で高台への避難が完了】

４月１１日（火）、汗ばむくらいの暖かな春の日、新入生２２
名が笑顔で銚子二中の門をくぐりました。少し緊張気味の入
場から始まり、呼名後の返事や式に臨む態度からは、中学
生になったという決意が感じられました。式場の準備を始
め、「思い」を思いやりに「心」を心遣いにと目には見えない
ものを「形」に換え、儀式にふさわしい気持ちと態度で後輩
や保護者の方々を迎えられた在校生の態度も大変立派でし
た。この地域に生まれ育った仲間として、全校生徒が仲睦ま
じく、母校とふるさとを愛する心を共に育んで欲しいと思いま
す。 新入生代表誓いの言葉から……
新入生２２名を代表した誓いの言葉の中で、 さん

が、中学生になって頑張りたいこととして①「勉強」授業への集
中と毎日の家庭学習を頑張る②「部活動」自分の好きなことで
仲間や先輩と切磋琢磨していく③「人とのふれあい」関わりをと
おして、中学生らしい態度や言葉を身に付けたいと３つの決意
を挙げました。入学式にご臨席をいただいた来賓と保護者の皆
様には、改めて御礼と感謝を申し上げます。

【給食が始まりました 笑顔で食す１年生】
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